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糖鎖は核酸、タンパク質に続く第 3 の生命鎖と呼ばれ、感染症や細胞接着、免疫応答やが

んなど多くの生命現象に関与する。一方で、多様かつ不均一な構造の糖鎖の機能解析・制御

は進んでおらず、医薬等への応用も限られている。我々は、糖鎖の精密合成の技術を基盤と

して、細胞表層の糖鎖情報（グリココード）を読み解き、さらには、それを利用する研究を

進めている。本年度は以下のような成果を上げた。 
【糖鎖の精密合成】 
効率的な糖鎖合成を目指し、グリコシル化反応を開発した。安定性が高く、取り扱いが容易

なフッ化糖を、BF3·Et2O を用いて、触媒的に活性化し、効率的なグリコシル化を実現でき

ることを見出した 1。加えて、光により活性が向上する触媒を用いたグリコシル化反応も開

発した 2。加えて、タンパク質のアスパラギンに対する翻訳後修飾糖鎖（N-グリカン）の合

成を検討した。N-グリカンは多様な構造を持

ち、その構造に基づいてさまざまな役割を果た

す。我々は N-グリカンの化学合成で世界をリー

ドしている。本年度は、我々が単離・構造決定

した超好熱性古細菌の N-グリカンを化学合成

した（Figure 1）3。本糖鎖は非常にユニークな

構造で、現在、この糖鎖が耐熱性獲得に及ぼす

効果を検証中である。 
【合成糖鎖を用いたケミカルバイオロジー】 
細胞表層にはグリコカリックス（糖衣）と呼ばれる糖の層があり、膜上でのイベントを緻密

に制御している。その分子レベルでの機能解明・制御のために、合成した糖鎖を細胞表層に

導入する手法を開発している。本年度は、代謝標識や近接標識を用いて免疫誘導活性を持つ

糖鎖をがん細胞表層に導入し、がん細胞を殺傷することに成功した。加えて、多価効果を利

用して、効果的に糖鎖機能を引き出すためのデンドリマーの設計の指針を示すことにも成

功した 4。これらの技術は将来の糖鎖医薬開発を目指す基盤技術になると期待している。 
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